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５月１日号
№ 38

浜
田
市
市
民
憲
章

（
平
成
18
年
10
月
１
日
制
定
）

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
青
い
海
と
緑
の
大
地
に
恵
ま
れ
た

美
し
い
自
然
と
温
か
い
人
情
を
誇
る
浜
田
市
民
で
す

　

明
る
く
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に

こ
の
憲
章
を
定
め　

力
を
あ
わ
せ
て
進
み
ま
す

一　

き
ま
り
を
守
り　

よ
い
習
慣
を
育
て

　
　

き
れ
い
な
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

心
身
の
健
康
に
心
が
け　

明
る
い
家
庭
を
築
き

　
　

ゆ
と
り
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

働
く
喜
び
と
誇
り
を
も
ち

　
　

活
力
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

郷
土
を
愛
し　

教
養
を
高
め

　
　

文
化
の
か
お
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

高
齢
者
を
う
や
ま
い　

こ
ど
も
を
は
ぐ
く
み

　
　

み
ん
な
が
助
け
合
う
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

命
の
大
切
さ
を
深
く
考
え

　
　

お
互
い
を
尊
重
す
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

おいしい梨になりますように

　旭町の山ノ内梨園では、

４月初旬から中旬にかけて

梨の花が見頃となります。

　この時期には、梨のシー

ズンに向けて人工授粉や摘花などの作業が行われます。

　どの作業も大変なものですが、この地道な作業が旭

のおいしい梨を育むのです。

　主な内容

春の全国交通安全運動 ……………………………………Ｐ２

「BS日本のうた」公開録画を実施します。 ……………Ｐ５

子育て＆健康ひろば ………………………………Ｐ12～Ｐ18

旭の梨のキャラクター
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「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

が
５
月
11
日
㈮
か
ら
20
日
㈰
ま
で

の
10
日
間
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ

ま
す
。

運
動
の
基
本
は
、

　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

運
動
の
重
点
は
、

①
飲
酒
運
転
の
根
絶

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

③
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

の
３
点
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
、
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付

け
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
防
災
交
通
係

　

（
☎
内
線
３
２
５
）

　

今
年
度
よ
り
、
固
定
資
産
税
課

税
明
細
書
を
納
税
通
知
書
と
一
緒

に
送
付
し
、
ま
た
、
同
封
し
て
い

た
『
課
税
明
細
書
問
い
合
わ
せ
』

の
は
が
き
を
廃
止
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
課
税
明
細
書
に
、
平
成

19
年
１
月
１
日
に
お
い
て
所
有
し

て
い
な
い
（
売
買
し
登
記
が
済
ん

で
い
る
、
家
屋
を
解
体
し
た
な

ど
）資
産
が
記
載
さ
れ
て
い
た
り
、

取
得
し
た
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い

資
産
が
あ
る
場
合
に
は
、
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

税
務
課
資
産
税
係

　
（
☎
本
庁
内
線
２
３
３
、２
３
４
、

　

２
３
６ 

）

　

行
政
相
談
制
度
は
、
国
の
役
所

の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、
苦
情
や

要
望
を
受
け
付
け
、
公
正
・
中
立

な
立
場
か
ら
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を

行
い
、
そ
の
解
決
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
皆
さ
ん
の
声
を
行
政
運

営
の
改
善
に
役
立
て
る
も
の
で

す
。

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度

に
つ
い
て
の
理
解
を
得
る
と
と
も

に
、
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
毎

年
５
月
に
行
政
相
談
週
間
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

今
年
の
春
の
行
政
相
談
週
間

は
、
５
月
21
日
㈪
〜
27
日
㈰
で

す
。

　

市
で
は
、
次
の
行
政
相
談
員
の

皆
さ
ん
に
よ
り
、
市
内
各
所
で
行

政
相
談
所
を
開
催
し
て
い
ま
す
の

で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
日
時
・
場
所
な
ど
詳
し

く
は
、『
広
報
は
ま
だ
』
毎
月
１

日
号
に
掲
載
し
て
い
る
「
く
ら
し

の
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
調
整
室
行
革
推
進
係

　

（
☎
本
庁
内
線
３
１
２
）

　

金
城
支
所
総
務
課
庶
務
係

　

（
☎

１
２
３
４
）

　

旭
支
所
総
務
課
庶
務
係

　

（
☎

１
４
３
１
）

　

弥
栄
支
所
総
務
課
庶
務
係

　

（
☎

２
１
１
１
）

　

三
隅
支
所
総
務
課
庶
務
係

　

（
☎

２
８
０
１
）

浜田市特別職などの
期末手当の改定について

（人事課給与係）

区　分 給料・報酬月額 期 末 手 当

市　　長 810,000円

（支給割合）   　　　（加算措置）

６月期　  1.6月分　　　1.15

12月期　1.75月分　  （加算15％）

　計　　3.35月分

副 市 長 670,000円

自治区長 540,000円

収 入 役 590,000円

教 育 長 590.000円

議　　長 430,000円

副 議 長 360,000円

議　　員 330,000円

特別職などの報酬・手当の状況

相談委員名 住　所 相談日時・場所

浜　

田

新井和子 真光町 毎週水曜日(祝日を除く。)
午前10時～午後３時
市役所本庁１階市民相談室野坂哲治 長浜町

金　

城
河村文雄 金城町今福

奇数月の第３水曜日
午前９時～正午
金城老人福祉センターなど

旭 芳川榮佑 旭町本郷
毎月第２月曜日（祝日の場合は翌日）
午前10時～正午
旭センター

弥　

栄
永見正彦 弥栄町小坂

○５月23日㈬、７月９日㈪、
　10月18日㈭　弥栄会館
○８月20日㈪、12月６日㈭、
　２月20日㈬　憩いの家
両会場とも、午前10時～午後３時

三　

隅
道下正澄 三隅町岡見

毎月第３月曜日(祝日の場合は翌週)
午前９時～正午
みすみ荘

行政相談

春
の
行
政
相
談
週
間

交通安全運動

春
の
全
国
交
通
安
全

運
動

明細書送付

固
定
資
産
税
課
税
明
細
書

の
送
付
の
お
知
ら
せ

 ４月１日から、市長、副市長、自治区長、収入役、

教育長および浜田市議会議員の期末手当の加算措置

を従来の40％から15％に減率改定しました。

×
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市
で
は
、
心
身
に
障
害
を
有
す

る
人
の
た
め
の
軽
自
動
車
に
つ
い

て
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
を
減
免

し
て
い
ま
す
。

減
免
要
件

該
当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※　

減
免
で
き
る
軽
自
動
車
は
１

人
に
つ
き
１
台
で
、
自
動
車
税

の
減
免
と
併
せ
て
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

手
帳
、
運
転
免
許
証
、
車
検
証

（
２
５
０
Ｃ
Ｃ
以
下
は
除
く
）、

印
鑑
、
軽
自
動
車
税
納
税
通

知
書
（
５
月
16
日
㈬
〜
24
日
㈭

の
期
間
に
申
請
す
る
人
の
み
必

要
）

※　

前
年
度
申
請
者
へ
は
５
月
中

旬
に
平
成
19
年
度
納
税
通
知
書

と
と
も
に
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

郵
送
で
の
申
請
も
受
け
付
け

ま
す
が
、
初
め
て
申
請
す
る
人

は
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
自
治

振
興
課（
弥
栄
支
所
は
総
務
課
）

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
締
切
日　

５
月
24
日
㈭

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

税
務
課
（
☎
本
庁
内
線
２
３
０
）

　

金
城
支
所
自
治
振
興
課

（
☎

１
２
３
０
）

　

旭
支
所
自
治
振
興
課

（
☎

１
４
３
３
）

　

弥
栄
支
所
総
務
課

（
☎

２
１
１
１
）

　

三
隅
支
所
自
治
振
興
課

（
☎

２
８
０
８
）

※　

減
免
を
受
け
る
に
は
障
害
の

区
分
、
級
別
が
一
定
の
条
件
に

　

請
求
期
限
は
、
平
成
21
年
３
月

31
日
ま
で
で
す
。

　

先
の
大
戦
で
戦
地
な
ど
に
派
遣

さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ

れ
た
「
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看

護
婦
」、「
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
」

の
皆
さ
ん
（
慰
労
給
付
金
受
給
者

を
除
く
）
に
対
し
て
、
そ
の
労
苦

に
報
い
る
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣

の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

本
人
ま
た
は
家
族
な
ど
か
ら
の

連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

請
求
用
紙
は
、
地
域
福
祉
課
地

域
福
祉
係
ま
た
は
各
支
所
市
民
福

祉
課
（
三
隅
支
所
は
福
祉
課
）
に

あ
り
ま
す
。

請
求
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
・

請
求
先

　

総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室

業

務

担

当
【（
〒

１

０

０-

８
９
２
６
東
京
都
千
代
田
区

霞
が
関
２-

１-

２
（
☎
０
３

-

５
２
５
３-

５
１
８
２
、
FAX

０
３-

５
２
５
３-

５
１
９
０
）】

西条柿を栽培してみませんか。

手帳の種類 軽自動車の所有者 軽自動車の運転者 用　　　途

身体障害者手帳
療育手帳
精神障害者保健福
祉手帳
戦傷病者手帳

身体障害者など本
人または身体障害
者などの人と生計
を一にする人（本
人の所有する自動
車がない場合に限
る）

本　　　人

生計を一にする人

身体傷害者などの
人のための交通手
段として使用され
ていること

常時介護する人

主として身体障害
者などの人の通学
（園）、通院、通所
または生業などの
利用に供している
こと

減免申請

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

書状贈呈

内
閣
総
理
大
臣
の
書
状
を

贈
呈
し
ま
す

　市では西条柿の栽培が盛んに行われていますが、高

齢化などの影響から柿園の荒廃が危
き

惧
ぐ

されています。

　そこで、将来的に園地を借り入れ、出荷を目的とし

た栽培を目指される人を探しています。

　その前段として、基本的な管理作業を経験する講座

を開催します。

　農家でない人でもふるって応募してください。

期間など　５月～２月の平日午後

　（８回程度実施します。）

場所　三階町柿園

　（現地までの交通手段の確保を条件とします。）

内容　実習および講義

　（摘果、防除、剪
せん

定
てい

、視察など）

※　講座実施期間中は１人１樹を受け持ち、講座終了

時まで責任を持って維持管理をしてもらいます。収

穫果は受講者のものとします。

借樹料　７，０００円

　（傷害保険料が別途必要になります。）

申込締切日　５月25日㈮

申し込み・問い合わせ先

　農林課（☎本庁内線４２７）
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市
で
は
市
民
主
体
の
ま
ち
の
実

現
に
向
け
、
広
く
市
民
の
声
を
聴

き
、
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

『
市
長
直
行
便
』
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。

　

専
用
の
は
が
き
に
市
長
へ
の
提

言
や
意
見
を
書
い
て
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

　

専
用
の
は
が
き
は
、
市
内
28
か

所
（
市
役
所
本
庁
、
各
支
所
、
各

市
立
公
民
館
ほ
か
）
に
設
置
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
調
整
室
（
☎
本
庁
内
線

３
１
１
、３
１
８
）

市
長
へ
の
提
言
・
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

休
日
の
窓
口
開
設
に
つ
い
て

　

私
は
現
在
市
外
に
勤
め
て
お

り
、
市
役
所
で
手
続
き
を
す
る

場
合
、
そ
の
都
度
、
半
日
程
度

休
暇
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
多
忙
時
に
お
い
て
は
、
思

う
よ
う
に
手
続
き
が
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
共

働
き
の
た
め
、
代
理
手
続
き
も

で
き
ず
に
困
っ
て
い
ま
す
。

　

月
に
１
回
、
土
曜
日
の
半
日

だ
け
で
も
よ
い
の
で
よ
く
行

う
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
開

庁
し
、
対
応
し
て
も
ら
え
な
い

で
し
ょ
う
か
。
よ
り
良
い
市
民

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
お
願
い
し
ま

す
。

（
匿　

名
）　

先
日
届
い
た
市
長
直
行
便
を
紹
介
し
ま
す
。

回
答

　

休
日
の
窓
口
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
、
土
曜
日
は
開
設
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
毎
週
日
曜
日
の
午

前
中
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

平
日
に
来
庁
で
き
な
い
場
合
に

は
、
次
の
と
お
り
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

開
設
日
時　

毎
週
日
曜
日　

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分
ま
で
（
年
末
年
始
除
く
）

開
設
場
所

　

市
役
所
本
庁
１
階　

総
合
窓
口

課
窓
口
で
行
う
業
務

○
交
付
で
き
る
証
明
書
な
ど

　

住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証

明
書
、
年
金
受
給
者
現
況
届
等

証
明
書
、
住
民
票
記
載
事
項
証

明
書

※　

印
鑑
登
録
、
住
民
異
動
届
の

受
理
な
ど
の
業
務
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

　

（
☎
本
庁
内
線
１
４
３
）

　

市
で
は
、
燃
や
せ
る
ご
み
の
大

部
分
を
占
め
る
家
庭
の
台
所
ご
み

を
少
し
で
も
減
ら
し
て
も
ら
う
た

め
、
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
の
購

入
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。
購
入
を
検
討
し
て
い
る
人

は
、
こ
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
お
よ
び
要
件

①
家
庭
用
電
気
式
処
理
タ
イ
プ
で

あ
る
こ
と
。（
容
器
タ
イ
プ
は

対
象
外
）

②
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人

で
、
実
際
に
居
住
し
て
い
る
こ

と
。

③
３
年
以
内
に
同
制
度
に
よ
る
補

助
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

④
４
月
１
日
以
降
に
購
入
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
。

補
助
額

　

生
ご
み
処
理
機
購
入
費
の

以

内
で
、
２
０
、０
０
０
円
を
限
度

補
助
基
数

　

１
世
帯
あ
た
り
１
基
の
み

申
請
方
法

　

申
請
用
紙
（
環
境
課
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
書
類

（
領
収
書
【
レ
シ
ー
ト
不
可
】、
印

鑑
、
補
助
金
振
込
先
【
郵
便
局
以

外
の
金
融
機
関
に
限
り
ま
す
。】

が
分
か
る
も
の
【
支
店
名
・
口
座

番
号
】）
を
添
付
し
環
境
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

　

平
成
20
年
３
月
７
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課
清
掃
対
策
係

　

（
☎
本
庁
内
線
２
２
４
）

補 助

生
ご
み
処
理
機
購
入
に
補
助
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こ
の
番
組
は
、
演
歌
、
歌
謡
曲

の
名
曲
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
歌
の

こ
こ
ろ
を
大
切
に
思
う
人
の
た
め

の
、
歌
一
筋
の
番
組
で
す
。
豪
華

で
多
彩
な
歌
手
の
み
な
さ
ん
の
歌

声
で
、
い
つ
ま
で
も
歌
い
継
が
れ

る
名
曲
の
数
々
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
公
開
録
画
の
実
施
に
あ

た
っ
て
観
覧
者
を
募
集
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日
時　

６
月
７
日
㈭　

　

開
演
予
定　

午
後
６
時
40
分

場
所　

石
央
文
化
ホ
ー
ル

「
Ｂ
Ｓ
日
本
の
う
た
」
公
開
録
画
を
実
施
し
ま
す
。

出
演
者
（
予
定
）

　

由
紀
さ
お
り
、
石
原
詢
子
、
大

月
み
や
こ
、
山
本
譲
二
な
ど

入
場
料　

無
料
（
入
場
整
理
券
が

必
要
で
す
。）

入
場
申
込
方
法　

往
復
は
が
き

（
１
枚
１
名
）
に
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

※　

記
入
の
あ
っ
た
個
人
情
報
は

抽
選
結
果
の
御
連
絡
に
使
用
す

る
ほ
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
受
信
料

の
お
願
い
に
使
用
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

応
募
締
切
日　

５
月
16
日
㈬

　

（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
先　

浜
田
市
役
所
文
化
振
興

課
（
〒
６
９
７-

８
５
０
１　

殿
町
１
）

問
い
合
わ
せ
先　

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
江
放
送
局

　

（
☎
０
８
５
２

０
７
１
２
）

　

浜
田
市
役
所
文
化
振
興
課

　

（
☎
本
庁
内
線
４
６
４
、
４
６

　

５
）

　

石
央
文
化
ホ
ー
ル

　

（
☎

２
１
０
０
）

国民年金保険料額

　平成16年度法改正により、平成17年度４月か

ら毎年度２８０円ずつ保険料額が引き上げら

れ、これに保険料改定率を乗じた金額がその年

度の保険料額とされました。

　平成19年度の保険料月額は、１４、１００円

となりました。付加保険料の月額は、前年度と

同額の４００円です。

　保険料納付は、まとめて事前に支払う前納制

度や、口座振替が便利でお得です。口座振替の

手続きは、地域福祉課または各支所市民福祉課

（三隅支所は市民課）、浜田社会保険事務所、一

部の金融機関の窓口に備え付けられている申込

用紙により申し込んでください。

往信表面 返信裏面

往信

〒 697 － 8501

何も書かない
浜田市殿町１番地

浜田市役所文化振興課

「Ｂ S日本のうた」係

返信表面 往信裏面

返信
・住所　　

・氏名　　

・電話番号

申込者の郵便番号

申込者の住所

　　○　○　行

平成19年度の保険料額、
年金額が決まりました。

基礎年金額など

　平成16年度の法改正により老齢基礎年金など

の額が規定され、その額に改定率を乗じて得た

額とする方式に変わりました。

　平成19年度は、平成18年平均の全国消費者物

価変動率がプラス０.３％となりましたが、特

例により年金額を据え置かれていた平成12年～

14年度の減額改定分を調整するため、今年度の

年金額は据え置きとなっています。

問い合わせ先

　浜田社会保険事務所（☎ ０６７２）

納付方法 金　額 手続期限

現金・口座振替
　１か月分
　翌月末納付期限

14,100円

口座
　１か月分
　当月末引き落とし

14,050円
申請書処理後、翌
月から開始

現金
　６か月分前納
　10月～翌年３月分

83,910円 10月末納付期限

口座
　６か月分前納
　10月～翌年３月分

83,640円 ８月末まで

年　金　名 年　額 月　額

老齢基礎年金 792,100円 　66,008円

障害基礎年金１級 990,100円 82,508円

　　　　　　２級 792,100円 66,008円

遺族基礎年金
　　　　（子一人）

1,020,000円 85,000円

　　　　　　基本  792,100円 66,008円

　　　　　　加算 227,900円 18,992円

10年年金 481,300円 40,108円

５年年金　 409,600円 34,133円

老齢福祉年金 405,800円 　33,817円

平成19年度の年金額
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浜田市ＩＴ講習会 （６～８月開催分）

NPO法人 A-GENERいわみと連携し、

県立西部情報化センターの最新機器

を利用して実施します。

◆場　所　島根県立西部情報化センター　

　パソコン研修室（野原町「いわみーる」４階）

◆受講料　無料（ただし、別途テキスト代が必要と

なります。市販書1,000～2,000円を予定）

◆定　員　各12人　

※　応募が定員を超えた場合は抽選となります。

※　応募が６人に満たない場合は延期になる場合が

あります。

◆受講者の決定　各講座の申込期限の日に受講の可

否を決定し、返信はがきなどで通知します。

◆申込先　〒697-0016　野原町1826-1　「いわみー

る」４階　島根県立西部情報化センター内　浜田

市IT講習会係（FAX ９３４７）

※　個人情報は、浜田市IT講習会の連絡以外には使

用しません。

◆申し込み方法　①住所、②氏名（ふりがな）、年

齢、③電話番号、④希望講座名および開催日（上

記のいずれか１つ）を記入の上、往復はがき・

FAX・電子申請サービスのいずれかの方法で申し

込んでください。（コース名などの申込内容は、

はっきりと記入してください。）

※　往復はがきの場合、返信用はがきには、あて先

のみ記入してください。（裏面には何も記入しな

いでください。）はがき１枚につき、１人分の申

込内容を記入してください。

※　FAXの場合、必ず返信先のFAX番号を記入の

上、送信してください。（受付完了の通知は行い

ません。）FAXの返信先の記入がない場合は、受

講の可否の連絡ができませんので注意してくださ

い。FAX以外の方法でお知らせすることはありま

せん。

※　電子申請サービスの場合、市ホームページまた

は次のアドレス　http://www.elg-shimane.jp/から

「イベント受付」のページへ進んでください。

◆問い合わせ先

　NPO法人A-GENERいわみ　浜田市IT講習会担当

　（第４土曜日を除く火～土曜日　午前10時30分～

午後５時）（☎ ９３４６、FAX ９３４７）

　Email：it-hamada＠sweet-house.jp

【記　入　例】
〈返信はがきの表〉

〒○○○－○○○○

申
込
者
の
住
所

※　

申
込
者
の
住
所
の
郵

申
込
者
の
氏
名　

様

浜田市 IT 講習会申し込み

①住　所：浜田市○町△△－△

②氏　名：浜
ハマ

田
ダ

太
タ

郎
ロウ

（○才）

③電　話：○○－△△△△

④希望講座名：

　○○○入門

　△△月□日～◇日

（フリガナ）

〈往信はがきの裏〉

〈往信はがきの表〉 〈返信はがきの裏〉

何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

〒６９７－００１６

浜
田
市
野
原
町
１
８
２
６
番
地
１

　
　
　

い
わ
み
ー
る
４
階

浜
田
市
Ｉ
Ｔ
講
習
会
係　

行

島
根
県
立
西
部
情
報
化
セ
ン
タ
ー
内

◆日　時
講　座　名 内　　　容 開　催　日 時　　間 対　　象　 申込期限（必着）
パソコン入門
（Windows xp）

パソコンの基礎から文字入力の応
用を中心とした入門コースです。

６月７日㈭～
　　　９日㈯

午前９時～
 　　　正午 （初心者）パソ

コンをさわった
ことがない人、
マウス、キー
ボード操作がぎ
こちない人

５月22日㈫
ワープロ入門
（Word2003）

ワープロソフト（Word2003）の初
歩的な使い方や文字入力などを学
びます。

６月12日㈫～
　　　14日㈭

午後６時～
　　　９時

表計算入門
（Excel2003）

表計算ソフト（Excel2003）の初歩
的な使い方やセルの入力などを学
びます。

７月５日㈭～
　　　７日㈯

午前９時～
　　　正午

６月22日㈮
ワープロ入門

～暑中見舞い作成
（Word2003）

ワープロ入門から、暑中見舞いの
作成までを行います。作品を作り
ながらWordの応用を学びます。

７月17日㈫～
　　　19日㈭ （初級者）過去

にIT講習会を受
講された人、マ
ウス、キーボー
ド操作がある程
度できる人

デジタル画像の
印刷あれこれ

デジタルカメラで撮影した画像な
どの印刷について学びます。

８月２日㈭～
　　　４日㈯

７月22日㈰表計算入門
～金銭出納帳作成
（Excel2003）

表計算入門から、金銭出納帳の作
成までを行います。金銭出納帳を
作りながらExcelの使い方を学びま
す。

８月９日㈭～
　　　11日㈯
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子
ど
も
会
の
活
動
中
の
事
故
や

往
復
途
中
の
事
故
な
ど
に
対
し
、

見
舞
金
、
補
償
金
が
支
払
わ
れ
ま

す
。
１
人
あ
た
り
年
額
１
２
０
円

で
、
申
し
込
ん
だ
日
か
ら
今
年
度

末
ま
で
適
用
さ
れ
ま
す
。

対
象　

就
学
３
年
前
の
幼
児
か
ら

大
人
ま
で

受
付　

随
時

申
し
込
み･

問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　

（
☎
本
庁
内
線
４
６
０
）

加  入

平
成
19
年
度

子
ど
も
会
安
全
会
の
加
入

変  更

浄
化
槽
設
置
補
助
金
額
の

変
更

　

国
の
浄
化
槽
設
置
補
助
金
基
準

額
の
変
更
に
伴
い
、
４
月
１
日
か

ら
変
更
と
な
り
ま
す
。

補
助
金
額

　

５
人
槽

　

３
３
２
、０
０
０
円
〜

　

３
５
２
、０
０
０
円

　

６
〜
７
人
槽　

　

４
１
４
、０
０
０
円
〜

４
４
１
、０
０
０
円

　

ま
た
、
４
月
１
日
か
ら
申
請
先

が
下
水
道
課
と
な
り
ま
し
た
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

下
水
道
課
集
落

　

排
水
係
（
☎
本
庁
内
線
４
５
０
）

　三隅町河内自治会では、宝くじの普及広報を目的とし

てその受託事業収入を財源に実施している㈶自治総合セ

ンターの平成18年度コミュニティ助成事業（宝くじ助成

事業）により、河内城山公園の整備を行いました。整備

内容は、東屋の建設、ベンチの設置です。また、同公園

内に市の補助を受け城のモニュメント設置や参道整備も

実施しました。

　今回の整備で地域の皆さんの連帯感も一層強まり、河

内自治会では、住みよいコミュニティづくりに向け、今

後も力をあわせてさまざまな取組みを進めることとして

います。

　市消防本部では４月に、火災・救急など

の受付指令業務を迅速、的確に行うことが

できる高機能消防指令センターが稼動しま

した。これは、従来の通信指令装置の老朽

化に伴い整備されたものです。

　このシステムは、災害場所の決定が瞬時

にできる発信地表示・地図検索装置、迅速

な出動指令・出動車両編成を行う自動出動

指定装置があります。これらの指令システ

ムは、より安全に住民の生命、財産を守る

ための活動を支援するものです。また、市

民に火災などの情報を提供するテレホン

サービスも備えています。

テレホンサービス　☎ ４３４３

（市消防署）

（地域政策課、三隅支所自治振興課）

平成18年度 宝くじコミュニティ助成事業

　～三隅町河内自治会が助成を受け
　　　　　　　　　　　公園を整備しました。～

市消防本部からのお知らせ

訂　

正

　

『
広
報
は
ま
だ
』
４
月
15
日

号
の
表
紙
に
お
い
て
次
の
と
お

り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

誤　

４
月
15
日
号　

№
34

正　

４
月
15
日
号　

№
37
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くらしのサービスガイドくらしのサービスガイド
内　　容 日　　時 場所（問い合わせ先）

火災のテレホンサービス 随時 ☎ ４３４３

土砂災害情報テレホンサービス 随時 ☎ １５６０

行政・人権相談　
毎週水曜日　

午前 10時～午後３時
５月 14日㈪　

市本庁１階　市民相談室
旭　旭センター（行政相談は正午
まで）

行政相談

５月 14日㈪　
５月 16日㈬　午前９時～正午
５月 23日㈬　
５月 23日㈬　午前 10時～午後３時

三隅　老人福祉センターみすみ荘
金城　老人福祉センター
金城　小国公民館
弥栄　弥栄会館

消費生活相談
月～金曜日（火・木曜日　午前 10
時～午後３時は専門の消費者相談
員が対応）

本庁環境課

法トラブルに関する情報提供
（法テラス）

月～金曜日　午前９時～午後９時
土曜日　　　午前９時～午後５時

コールセンター（☎０５７０-０７
８３７４）

月～金曜日　 午前９時～午後５時
法テラス島根
（☎０５０３３８３-５５００）

法律相談（要予約）
金曜日　午前 10時～午後４時
（要予約）

石見法律相談センター
（本庁田町分室内）☎ ４５１４

交通事故相談所開設
※　交通事故相談員による無料相
談

※　弁護士による無料相談
（要予約）

火・水・金曜日
午前９時～正午、午後１時～４時
第３水曜日
午後１時 15分～２時 45分

いわみーる２階
（予約・連絡先）島根県交通事故相
談所　浜田支所　☎ ９３４２
松江本所　☎０８５２ ５１０２、
FAX０８５２ ６５０９

こころの健康相談（要予約）
５月 14日㈪
午後１時 30分～３時 30分

浜田保健所健康増進グループ（片
庭町）☎ ５５５０

外国人に関する無料法律相談
（要予約）
※　外国人に関する一般相談もあ
ります。

第４水曜日
午後１時～４時
月～金曜日　午前９時～午後５時

しまね国際センター西部支所（熱
田町 2135-2浜田ポートセンター内）
☎ ７４５６

※　相談業務については秘密厳守です。

平成18年11月に移築された御便殿

　

市
内
に
あ
る
数
少
な
い
歴
史
的
建

造
物
で
あ
る
大
正
天
皇
ゆ
か
り
の

「
御
便
殿
」
を
、
浜
田
城
関
係
の
資

料
館
と
し
て
、
永
久
保
存
す
る
動
き

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

「
御
便
殿
」
は
、
明
治
40
年
に
後

年
、
大
正
天
皇
と
な
ら
れ
る
皇
太
子

殿
下
が
、
皇
室
と
し
て
初
め
て
石
見

路
を
行
啓
さ
れ
、
そ
の
際
の
宿
泊
施

設
と
し
て
建
築
さ
れ
ま
し
た
。「
旧

浜
田
藩
主
松
平
子
爵
が
心
を
盡
し
て

建
築
さ
れ
し
だ
け
あ
り
て
（
山
陰
）

両
県
随
一
の
御
旅
館
と
称
さ
る
」（
山

陰
道
行
啓
録
よ
り
）
と
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

当
時
、
明
治
天
皇
に
行
幸
い
た
だ

き
た
い
旨
の
嘆
願
書
を
幾
度
と
な
く

提
出
す
る
も
、
日
清
・
日
露
戦
争
な

ど
激
動
の
世
相
を
反
映
し
て
実
現
さ

れ
ず
。
日
露
戦
争
に
勝
利
の
後
、
戦

勝
の
立
役
者
で
も
あ
る
東
郷
平
八
郎

元
帥
ら
を
従
え
ら
れ
て
の
行
啓
と
な

り
ま
し
た
。

　

５
月
31
日　

午
後
０
時
20
分
に
浜

新・お元気ですか⑮
浜田市長 宇津徹男

ご意見をお寄せください。市長 E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

田
の
御
便
殿
に
到
着
。
拝
謁
、
陪
食

が
行
わ
れ
る
。

　

６
月
１
日　

浜
田
中
学
校
、
浜
田

高
等
女
学
校
を
視
察
。
浜
田
城
本
丸

跡
、
御
便
殿
庭
園
を
散
策
。

　

６
月
２
日　

歩
兵
第
21
連
隊
の
視

察
。
午
後
、
御
便
殿
庭
園
か
ら
船
で

松
原
、
外
ノ
浦
を
周
遊
。
一
般
市
民

は
午
後
、
旗
行
列
、
夜
は
提
灯
行
列

で
ご
歓
迎
。

　

６
月
３
日　

御
便
殿
を
午
後
出
発

さ
れ
、
瀬
戸
ヶ
島
か
ら
長
浜
沖
に
停

泊
す
る
御
召
艦
「
鹿
島
」
に
乗
船
、

宿
泊
。

　

６
月
４
日　

早
朝
６
時
に
（
後
鳥

羽
上
皇
・
後
醍
醐
天
皇
の
ゆ
か
り
の

地
で
あ
る
）
隠
岐
に
向
か
わ
れ
浜
田

を
出
発
。
…　

４
泊
５
日
に
及
ぶ
浜

田
で
の
御
滞
在
に
対
す
る
、
当
時
の

町
民
の
熱
狂
的
な
歓
迎
が
目
に
浮
か

び
ま
す
。

　

 

平
成
８
年
旧
浜
田
市
長
に
就
任

直
後
、
御
便
殿
を
教
会
道
場
と
し

て
利
用
し
て
い
る
立
正
佼
成
会
か

ら
「
耐
震
補
強
の
補
修
を
し
た
い
」

と
の
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。
そ
の
時

に
「
歴
史
的
建
造
物
だ
か
ら
、
教
育

委
員
会
の
担
当
者
を
立
ち
合
わ
せ
て

も
ら
い
た
い
」
と
お
願
い
し
、
快
く

諒
解
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
今
回
の
動
き
へ
と

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

４
月
26
日
、
浜
田
城
資
料
館
建
設

促
進
同
盟
会
（
会
長
・
岩
谷
百
合
雄

会
議
所
会
頭
）
が
設
立
さ
れ
、
幅
広

く
寄
付
を
呼
び
か
け
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。



9 広報はまだ：平成19年５月１日号

図

書

館

情

報

浜

田

図

書

館

■
新
着
図
書
案
内
■

み
ん
な
お
な
じ
で
も
み
ん
な
ち
が

う　
　
　
　
　
　
　
　

奥
井
一
満

「
ラ
イ
ラ
」
か
ら
の
手
紙

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
プ
ル
マ
ン

よ
く
み
て
み
よ
う　

虫
は
宝
石

海
野
和
男

ワ
シ
・
タ
カ
の
巣　

宮
崎
学

人
々
の
く
ら
し
と
経
済
１
〜
３

伊
藤
純
郎

グ
ー
グ
ル
ア
ー
ス
で
地
理
学
習

塩
飽
晴
海

図
書
館
へ
行
こ
う
！

山
形
県
鶴
岡
市
立
朝
暘
第
一
小
学

校
編

ま
め
う
し
の
も
も
い
ろ
の
は
る

あ
き
や
ま
た
だ
し

さ
あ
、
お
き
て
、
お
き
て
！

ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
モ
ー
ト
ン
＝

シ
ョ
ー
／
グ
レ
ッ
グ
・
シ
ョ
ー

ね
む
い
ね
む
い
ね
ず
み
と
お
ば
け

た
ち　
　
　
　
　
　

佐
々
木
マ
キ

恋
七
夜　
　
　
　
　

安
倍
龍
太
郎

こ
の
ベ
ッ
ド
の
う
え　

野
中　

柊

片
眼
の
猿　
　
　
　
　

道
尾
秀
介

泣
き
虫
弱
虫
諸
葛
孔
明

酒
見
賢
一

風
姿
恋
伝　
　
　
　
　

唯
川　

恵

楽
老
抄
Ⅱ　
　
　
　
　

田
辺
聖
子

作
家
の
手
紙　
　

有
栖
川
有
栖
他

浜田図書館（☎ ０４８０）
○開館時間
　月～金　午前９時～午後７時
　土・日　午前９時～午後５時
○５月の休館日 ３日～５日、31日

ぼ
く
の
手
は
き
み
の
た
め
に
／

市
川
拓
司

　

社
会
の
片
隅
で
ひ
っ
そ
り
と
生
き

る
２
人
を
結
ぶ
心
の
絆
。
そ
れ
が
姿

を
変
え
、
形
を
変
え
、
３
つ
の
物
語

に
変
奏
さ
れ
ま
し
た
。「
い
ま
、
会

い
に
ゆ
き
ま
す
」
の
作
者
が
描
く
、

３
つ
の
愛
の
短
編
集
で
す
。

紙
し
ば
い
屋
さ
ん
／ア

レ
ン
・
セ
イ

　

「
さ
あ
、
み
な
さ
ん
、
こ
っ
ち
に

い
ら
っ
し
ゃ
ー
い
！
紙
し
ば
い
屋
さ

ん
が
き
ま
し
た
よ
ー
！
」カ
チ
ー
ン
、

カ
チ
ー
ン
！　

時
代
と
と
も
に
、
変

わ
っ
て
ゆ
く
も
の
と
、
変
わ
ら
な
い

も
の
。
透
明
感
あ
ふ
れ
る
絵
で
情
感

ゆ
た
か
に
え
が
か
れ
る
、
ひ
と
り
の

紙
し
ば
い
屋
さ
ん
の
物
語
。

金城図書館（ １８２３）
○開館時間 

　午前９時～午後５時

○休館日 日曜日および祝日

旭図書館
　（ １４４０、旭教育課）
○開館時間 
　午前９時～午後５時
○休館日 日曜日および祝日

■
子
供
向
け
の
本
■

■
大
人
向
け
の
本
■

池
澤
夏
樹
の
旅
地
図　

池
澤
夏
樹

五
〇
〇
〇
年
前
の
日
常小

林
登
志
子

日
韓
交
流
の
歴
史

歴
史
教
育
研
究
会
（
日
本
）

☆
よ
み
き
か
せ

日
時　

毎
週
金
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

お
は
な
し
の
へ
や

☆
子
ど
も
読
書
ま
つ
り

日
時　

５
月
13
日
㈰

○
お
は
な
し
マ
ラ
ソ
ン
（
午
前
10

時
〜
）

○
ア
ニ
メ
上
映
【
幼
児
向
き
（
午

前
10
時
30
分
〜
）】

○
ク
イ
ズ
に
挑
戦
・
お
り
が
み
で

つ
く
ろ
う
（
午
前
11
時
〜
）

○
ア
ニ
メ
上
映
【
小
学
生
向
き　

（
午
後
１
時
30
分
〜
）】

☆
春
の
文
学
散
歩

　

女
性
読
書
サ
ー
ク
ル
で
は
、
文

学
散
歩
を
行
い
ま
す
。

日
時　

５
月
23
日
㈬

行
き
先　

萩
市
（
雨
天
決
行
）

料
金　

６
、５
０
０
円
（
昼
食
代
込
）

定
員　

22
人

集
合
場
所　

浜
田
公
民
館

集
合
時
間　

午
前
７
時

申
込
締
切
日　

５
月
15
日
㈫

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先　

浜
田
図
書
館

金

城

図

書

館

ぼ
く
に
げ
ち
ゃ
う
よ

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト･

Ｗ･

ブ
ラ
ウ
ン

ガ
ッ
タ
ン
ゴ
ッ
ト
ンス

ズ
キ
コ
ー
ジ

エ
ド
ワ
ル
ド

ジ
ョ
ン
・
バ
ー
ニ
ン
ガ
ム

（
せ
か
い
で
い
ち
ば
ん
お
ぞ
ま
し

い
お
と
こ
の
こ
）

は
な
た
れ
こ
ぞ
う
さ
ま

川
崎
大
治

野
は
ら
の
音
楽
家
マ
ヌ
エ
ロ

ド
ン
・
フ
リ
ー
マ
ン

■
子
供
向
け
の
本
■

■
大
人
向
け
の
本
■

山
本
勘
助
と
武
田
一
族
の
興
亡

童
門
冬
二

日
本
語
の
語
源
の
謎　

三
浦
正
好

■
実
用
書
■

幽
霊
屋
敷
レ
ス
ト
ラ
ン松

谷
み
よ
子

び
ん
ぼ
う
神
と
ば
け
も
の
芝
居

岩
崎
京
子

い
の
ち
の
は
な
し

日
野
原
重
明

む
か
し
村
の
ど
こ
か
で

ふ
じ
も
と
き
ん
や

き
ょ
う
の
杖
言
葉
一
日
一
言

松
原
泰
道

す
ぐ
に
使
え
る
式
辞
・
あ
い
さ
つ

実
例
百
科　
　

永
岡
書
店
編
集
部

ぐ
ら
り
！
大
江
戸
烈
震
録

出
久
根
達
郎

ひ
と
り
日
和　
　
　
　

青
山
七
恵

旭

図

書

館

■
子
供
向
け
の
本
■

■
大
人
向
け
の
本
■

絵本のおたのしみ会

内容　絵本読み聞かせ（とべとべ

こいのぼり！･イカタコつるつ

る）、紙芝居など。

日時　５月26日㈯

　午前10時30分～11時30分

場所　

　みどりかいかん･和室

エ
イ
ズ
教
育
の
こ
れ
か
ら川

田
龍
平

鏡
の
法
則　
　
　
　
　

野
口
嘉
則

心
臓
病
治
療
の
実
力
病
院

日
本
経
済
新
聞
社

肝
炎
〈
治
療
法
は
こ
こ
ま
で
進
ん

だ
！
〉　
　
　
　
　
　

 

林　

紀
夫

か
ぎ
針
編
み
の
夏
小
も
の

―
ア
ン
ダ
リ
ヤ
で
作
る
バ
ッ
グ
と

帽
子
―
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　２月12日㈪、老人福祉センターにおいて杵束公民館主催の｢健

康セミナー ｣が開催されました。

　セミナーでは、大分県佐伯市役所職員の矢野大和さんを迎え、

｢笑って元気　健康は笑いから｣をテーマに相手を思いやる事の大

切さを面白楽しく話しをされ、会場のお客さんからは終始笑いが

途切れませんでした。

楽しく話される矢野さん

笑って健康づくり

わ だ い

やさかやさか

はまだはまだ

「里親への手紙」や「母への手紙」

の詩をかたる里みちこさん  　　

　３月 23日㈮～ 26日㈪、石央文化ホールで大阪出身の詩人・里み

ちこさんによる「もったいない巡回展⑮ in浜田」が開催されました。

　この巡回展では、身近に出てくる廃品の牛乳瓶のふたやかまぼこ

板に、言葉遊び・普段の生活の中で感じたこと・人生訓などを詩に

して書いた

物が展示されていま

した。

　里さんは、「捨て

られるはずの物を生

かしてあげると、よ

ろこんでくれている

ようです。」と語っ

ていました。

ちどり保育所の園児たちが散歩

がてらお花見に来ていました。

出会い 2（であい　で愛）

さ　く　ら　満　開

　今年は、３月下旬～４月上旬がさくらの満開時期で、市役所

本庁舎裏の川沿いでは夜にライトアップされ、昼夜を問わずた

くさんの人が訪れていました。

　また、４月１日㈰には、「とのさま桜　ええげな祭」が市役所

東分庁舎駐車場を会場に開催され、さくらの満開の短いひとと

きをより楽しむことができたようです。

「とのさま桜　え

えげな祭」では、

大正琴や浜田第二

中学校のブラスバ

ンドの演奏があっ

たり、出店が立ち

並び多くのお客

さんで賑わいまし

た。
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　今年も三隅の名物桜が見事に咲き誇り、多くの花見客を楽しませ

ました。

　中でも、国の天然記念物に指定されている「三隅大平桜」では、

満開を迎えた３月27日㈫からの人出は、約7.500人を数えました。

　３月31日㈯と４月１日㈰には、三隅大平桜まつりが開催され、石

見神楽の上演や、地元の皆さんによる出店などがあり、訪れた花見

客はお祭り気分を満喫していました。

　時折強い風が吹くと、あたり一面に桜吹雪が舞い、花見客からは

歓声があがっていました。 時折、桜吹雪が舞う中、たくさんの花見客が

見事な大平桜を楽しみました。

咲き誇る 三隅の名物桜

みすみ自治区のページ自治区のページ ま ち のみすみ

まだまだあります　三隅の一本桜
佐々木桜 → 三隅大平桜 → 海老谷桜・井川の一本桜 とほぼ１週間ごとに満開を楽しむことができます。

佐々木桜（エドヒガン桜）
浜田市指定の天然記念物。三隅で一番

早く咲く桜です。

海老谷桜（山桜）
斜面に根を張り、斜めに枝を広げた光

景は圧巻です。

井川の一本桜（山桜）
小振りながら、ポツンと一本。生命力

みなぎる元気な桜です。

室谷分校の大先輩と子供たち、地域の皆さ

んの、心温まる交流となりました。

大人も子供も絵本の世界に引き込まれてい

き、ほのぼのとした雰囲気に包まれました。

　３月20日㈫、井野小学校室谷分校で現代尺八演奏家 岡本樹
じゅ

憧
どう

さ
んとピアニスト 伊藤さとみさんによる演奏会が行われました。演
奏会には、井野小学校の児童と、地域の皆さんも招かれ、棚田に響
く音色を楽しみました。
　岡本さんは、室谷分校の卒業生です。忙しいスケジュールの中、
ふるさとの子どもたちに、尺八の音色を味わってもらおうと、この
日の開催となりました。
　井野小学校の校歌をはじめ、尺八ならでの曲、アニメの主題歌や
童謡などが演奏され、皆さんはしみじみと聴き入っていました。

尺八演奏会　－岡本樹憧さん－

　３月28日㈬、岡見公民館で、歌と音楽を交えた「絵本とギターの
読み聞かせライブ」が開催されました。
　この催しは、岡見公民館が、松江市在住の絵本作家よしとさんと
ミュージシャンの陽

ひ

詩
うた

さんを招いて行いました。よしとさんと陽詩
さんは、それぞれの活動の傍ら、松江市の保育所・小学校を中心
に、読み聞かせ活動を行っています。
　この日は、よしとさんが制作した絵本５作品を、陽詩さんの音楽
に合わせて披露し、集まった岡見保育所の園児40人と地域の人は夢
中になって聞いていました。

絵本とギターの読み聞かせライブ
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子育て子育て

健康ひろば健康ひろば
＆

　

室
内
な
ら
大
丈
夫
！
と
油
断
し

て
い
ま
せ
ん
か
？
肌
の
老
化
の
原

因
と
な
る
紫
外
線
の
85
％
以
上
が

窓
ガ
ラ
ス
を
通
過
し
て
肌
の
奥
に

届
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
晴
れ
の

日
を
１
０
０
％
と
し
て
、
曇
り
の

日
や
、
雨
の
日
で
も
紫
外
線
は
20

〜
30
％
降
り
注
ぎ
ま
す
。
室
内
で

も
天
気
の
悪
い
日
で
も
、
し
っ
か

り
紫
外
線
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

①
帽
子
を
か
ぶ
る

　

つ
ば
が
広
く
、
深
く

　

か
ぶ
れ
る
も
の
が
お

　

す
す
め
で
す
。

②
上
着
を
着
せ
る

ち
ょ
っ
と
薄
手
の
も
の
を
羽
織

る
だ
け
で
も
、
直
射
日
光
か

ら
、
約
30
〜
50
％
く
ら
い
は
、

守
れ
ま
す
。
服
の
色
は
紫
外
線

の
と
お
り
に
く
い
、
黒
・
赤
・

青
な
ど
濃
い
め
の
色
を
着
て
服

装
へ
の
気
配
り
を
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

③
外
出
は
正
午
前
後
を
避
け
る

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
頃
は
、

１
日
の
中
で
も
紫
外
線
が
強

い
時
間
帯
。
散
歩
や
外
遊
び
な

ど
は
、
こ
の
時
間
帯
を
避
け
ま

し
ょ
う
。

④
紫
外
線
防
止
剤
を
利
用

帽
子
や
ウ
エ
ア
で
防
げ
な
い
部

分
に
は
、
紫
外
線
防
止
剤
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

　

使
う
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

た
っ
ぷ
り
塗
る
こ
と
で
す
。
ま

た
、
こ
ま
め
に
塗
り
な
お
す
こ
と

も
大
切
。
特
に
水
遊
び
や
激
し
い

ス
ポ
ー
ツ
で
た
く
さ
ん
汗
を
か
く

場
合
は
、
１
時
間
ご
と
に
塗
り
直

す
こ
と
が
基
本
で
す
。

　

選
び
方
は
「
ど
ん
な
場
所
で
、

ど
ん
な
活
動
を
す
る
か
」
に
よ
っ

て
製
品
を
選
び
分
け
ま
す
。
目
安

は
※
１

「
Ｓ
Ｐ
Ｆ
」
と
※
２

「
Ｐ
Ａ
」

の
値
で
、
数
値
が
高
い
ほ
ど
効
果

が
高
く
な
り
ま
す
が
、
高
け
れ
ば

高
い
ほ
ど
、
皮
膚
へ
の
負
担
も
高

く
な
る
の
で
強
い
も
の
を
使
っ
て

い
れ
ば
良
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※　

大
人
が
使
う
紫
外
線
防
止
剤

に
は
、
香
料
・
着
色
料
な
ど
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

子
供
の
肌
に
は
適
し
ま
せ
ん
。

逆
に
大
人
が
子
供
用
を
使
う
の

は
Ｏ
Ｋ
。
Ｓ
Ｐ
Ｆ
な
ど
の
数
値

が
低
く
て
も
、
こ
ま
め
に
塗
り

直
せ
ば
、
紫
外
線
は
防
げ
ま
す
。

（
子
育
て
支
援
課
）

 ※１紫外線のうちＵＶ-Ｂ を防ぐ効果の

目安です。何もつけていないときに比

べて、ＵＶ-Ｂを何倍防げるか（肌が

赤くなるのにかかる時間を何倍にでき

るか）を表した数値です。
※２紫外線のうちＵＶ-Ｂを防ぐ効果の

目安です。＋が１～３個で多いほど効

果が高くなります。

日常生活、散歩など

　ＳＰＦ　10～20

　ＰＡ　＋～＋＋

屋外でのレジャー、軽いスポーツなど

　ＳＰＦ　20～30

　ＰＡ　＋＋

炎天下での海水浴、マリンスポーツなど

　ＳＰＦ　30～50

　ＰＡ　＋＋～＋＋＋

　

年
間
の
紫
外
線
の
ピ
ー
ク
は
５

月
で
す
。
し
か
も
、
紫
外
線
の
量

だ
け
で
な
く
強
さ
も
春
先
か
ら
急

上
昇
し
、
６
月
に
は
冬
場
の
２
倍

に
も
な
り
ま
す
。
紫
外
線
対
策
は

１
年
を
通
し
て
す
る
の
が
理
想
で

す
が
、
特
に
春
先
は
し
っ
か
り
ケ

ア
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

紫
外
線
対
策
は

　
　

乳
幼
児
期
か
ら

紫
外
線
は

　

室
内
で
も
気
を
つ
け
て

紫
外
線
か
ら

　

子
ど
も
を
守
る
に
は

紫
外
線
防
止
剤
の

　

使
い
方
・
選
び
方

春先こそ
子どもの紫外線対策を
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　５月子育てカレンダー

日 月 火 水 木 金 土
29 30
振替休日

１ ２
★長浜子育て広場
（マリン交流セン
ター長浜公民館）

10:00～11:30

３
憲法記念日

４
みどりの日

５
こどもの日

6 ７
●育児相談

9:30～11:00

８
●りすの会

10:00～11:00
絵本の会

10:45～11:00
◆三隅育児相談

９
●ひよこの会

10:00～11:00

10
●手作り布おもちゃママの会
（子どものために作っ
てみましょう）

10:00～11:00
●ぴーちくぱーちく
(トイレトレーニング)

10:00～11:00

●手作り布おもちゃの会
（みんなで作りましょう）

13:30～15:00
●ミュージックセラピー
14:00～15:00（要予約）
★周布子育て広場
（周布公民館）

10:00～11:30
◆弥栄育児相談

11
●育児相談

9:30～11:00
◆金城乳児健診
・１歳６か月児健診
・ポリオ

12

13 14
●育児相談

9:30～11:00

15
●お話出てこい！

10:00～10:30

16
●音楽リズム遊び
①歩く子

10:00～10:30
②歩かない子

11:00～11:30
★美川子育て広場
（農業構造改善セ
ンター〈美川公
民館〉）10:00～11:30
★乳児健診
Ｈ18年12月生まれ
◆金城子育てサロン
◆弥栄歯科検診・
フッ素塗布

17
●幼児食
(お弁当を作ろう)
10:00～11:30（要予約）
★石見子育て広場
（石見公民館）

10:00～11:30

18
●育児相談

9:30～11:00
★ママパパ学級
（浜田公民館）
9:30～13:00（要予約）
★すこやか相談

13:00～15:00
◆旭たけのこルーム

19
●親子レクレーショ
ン
救急法心肺蘇生
法

10:00～11:30
（熱湯がかかった ､
たばこを食べた ､
転倒したなどの対
応について）

20 21
●育児相談

9:30～11:00
★ポリオ

13:40～14:10

22
●絵本の会

10:45～11:00
●おもちゃの病院

13:00～15:00
★ポリオ
（石見公民館）

13:40～14:10

23
●おもちゃで遊ぼう

10:00～11:00
★ポリオ

13:40～14:10
★国府子育て広場
（国府公民館）

10:00～11:30
◆金城育児相談
◆弥栄歯科検診・
フッ素塗布

24
●離乳食
（各期に合わせた
食品の選び方）

10:00～11:00
★３歳児健診
H16年１月生まれ

25
●育児相談

9:30～11:00
●おっぱいの日

9:30～11:00
★ポリオ
（石見公民館）

13:40～14:10

26

27 28
●育児相談

9:30～11:00
◆三隅乳児・１
歳６か月児健診

29
●お楽しみタイム

10:00～11:00
・誕生会
・童謡を聞こう
★１歳６か月児健診
H17年10月生まれ

30
●食物アレルギーの会

10:00～11:00
（対応食品につい
て知ろう）
◆三隅ポリオ

31
●ミュージックセラピー
14:00～15:00（要予約）
★すこやか健診

6/1 ２

※　★●印で開催場所が明記していない場合は、子育て支援センターです。◆印の時間や会場は各支所にお問い合わせください。

申し込み・問い合わせ先
★　子育て支援課育成支援係　（☎本庁内線１９１）
　　金城支所市民福祉課　　　（☎ １２３５）、旭支所市民福祉課　（☎ １４３５）
◆
　弥栄支所市民福祉課　　　（☎ ２６５６）、三隅支所福祉課　　（☎ ２８０６）
●　子育て支援センター　　　（☎・ FAX １２５３)

子育て支援センターの使用について

　24日㈭午後から３歳児健診があるため、

健診対象者以外の人は午前中のみの使用と

なります。
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児
童
手
当

　

児
童
手
当
は
12
歳
到
達
後
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
児
童
（
小
学

校
修
了
前
の
児
童
）
を
養
育
し
て

い
る
人
で
、
所
得
要
件
に
該
当
す

る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
所
得

額
の
超
過
に
よ
り
こ
れ
ま
で
手
当

を
受
け
て
い
な
か
っ
た
人
も
、
５

月
中
に
手
続
き
を
す
れ
ば
６
月
か

ら
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

①
申
請
者
本
人
名
義
の
通
帳
（
郵

便
局
以
外
）

②
代
理
人
が
届
け
出
る
場
合
は
申

請
者
の
認
印

③
申
請
者
本
人
の
健
康
保
険
被
保

険
者
証
の
写
し
（
厚
生
年
金
な

ど
加
入
の
場
合
）

※　

申
請
書
類
は
子
育
て
支
援

課
ま
た
は
各
支
所
市
民
福
祉
課

（
三
隅
支
所
は
福
祉
課
）
に
あ

り
ま
す
が
、
状
況
に
よ
り
別
途

提
出
書
類
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は

次
の
も
の
を
持
参
し
、
５
月
中
に

窓
口
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
１
日
か
ら
児
童
手
当
法
改

正
に
よ
り
、
３
歳
未
満
の
乳
幼
児

の
養
育
者
に
対
す
る
児
童
手
当
の

額
が
、
出
生
順
位
に
か
か
わ
ら
ず

一
律
月
額
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
今
回
の
改
正
で
は
、
受
給
者
が

特
段
の
手
続
き
を
行
う
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。）

　

３
歳
到
達
後
の
翌
月
か
ら
は
、

第
１
子
お
よ
び
第
２
子
の
手
当
額

は
、
現
行
ど
お
り
５
千
円
と
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
３
歳
以
上
の
児
童
の
児

童
手
当
の
額
、
支
給
対
象
年
齢
お

よ
び
所
得
制
限
限
度
額
に
つ
い
て

は
、
現
行
ど
お
り
で
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課
⑪
番
窓
口

（
☎
本
庁
内
線
１
６
７
）

金
城
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎

１
２
３
５
）

旭
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎

１
４
３
５
）

弥
栄
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎

２
６
５
６
）

三
隅
支
所
福
祉
課

（
☎

２
８
０
６
）

児
童
手
当
制
度
が
拡
充
さ

れ
ま
し
た
。

５月のポリオ予防接種日程

対象　生後３か月～７歳半

持ってくるもの　母子健康手帳

※　予診票は会場にあります。

問い合わせ・連絡先

　子育て支援課育成支援係（☎本庁内線１９１）

　金城市民福祉課　　　　（☎ １２３５）

　旭市民福祉課　　　　　（☎ １４３５）

　弥栄市民福祉課　　　　（☎ ２６５６）

　三隅市民福祉課　　　　（☎ ２８０６）

５月の移動子育て広場

時間　午前10時～11時30分

※　計測･育児相談もあります。

　　材料費は実費を徴収します。

問い合わせ先　

　子育て支援課育成支援係

　（☎本庁内線１９１）

日 受付時間 会　場

浜田

21㈪

午後１時40分〜
  　午後２時10分

子育て支援センター

22㈫ 石見公民館

23㈬ 子育て支援センター

25㈮ 石見公民館

金城 11㈮

午後１時〜１時30分

金城老人福祉センター

三隅
24㈭ 寺井医院

30㈬ 三隅保健センター

開催日 場　　所 内　容

２日㈬
マリン交流センター
(長浜公民館)

かしわ餅づくり
10日㈭ 周布公民館

16日㈬
農業構造改善センター
(美川公民館)

17日㈭ 石見公民館

23日㈬ 国府公民館 散歩

扶養親族
などの数

自営業者
(国民年金加入者)

サラリーマン
(厚生年金など加入者)

０人 ４６０ ５３２

１人 ４９８ ５７０

２人 ５３６ ６０８

３人 ５７４ ６４６

４人 ６１２ ６８４

５人 ６５０ ７２２

所得制限限度額 (参考) （万円）
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【
基
本
健
康
診
査
】

　

年
に
一
度
の
体
の
総
点
検
を

し
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。
昨
年
度
か
ら
従
来
の
基

本
健
康
診
査
に
加
え
、
65
歳
以
上

の
人
に
は
生
活
機
能
評
価
項
目
な

ど
が
加
わ
り
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
盛
り

込
ん
で
い
ま
す
。

対
象　

40
歳
以
上
の
市
民（
た
だ
し
、

事
業
所
健
診
対
象
者
は
除
く
）

受
診
料　

１
、
１
０
０
円
（
国
民

健
康
保
険
加
入
者
は
５
５
０
円
）

内
容　

問
診
・
身
体
計
測
・
血
圧

測
定
・
検
尿
・
心
電
図
検
査
・

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
H
D
L
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
・

腎
機
能
検
査
・
貧
血
検
査
・
肝

機
能
検
査
・
血
糖
検
査
・
眼

底
検
査
（
必
要
者
の
み
）・
血

清
ア
ル
ブ
ミ
ン
検
査
（
65
歳
以

上
）・
生
活
機
能
評
価
（
65
歳

以
上
）・
反
復
唾
液
嚥
下
テ
ス

ト
（
65
歳
以
上
の
必
要
者
の

み
）・
医
師
診
察

※　

で
き
る
だ
け
空
腹
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

浜
田
自
治
区
以
外
で
従
来
実

施
し
て
い
た
「
集
団
基
本
健
康

診
査
」
は
、
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。

【
前
立
腺
が
ん
検
診
】

　

血
液
検
査
で
簡
単
に
わ
か
る
検

査
で
す
の
で
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ

い
。
基
本
健
康
診
査
と
一
緒
に
受

け
る
と
一
度
の
採
血
で
済
み
ま

す
。

対
象  

市
内
に
居
住
す
る
50
歳
以

上
の
男
性

受
診
料  

２
０
０
円
（
国
民
健
康

保
険
加
入
者
は
１
０
０
円
）

【
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
】

　

平
成
14
年
度
か
ら
５
年
計
画
で

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度

も
、
基
本
健
康
診
査
に
あ
わ
せ
て

肝
が
ん
や
肝
硬
変
の
予
防
を
推
進

す
る
た
め
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

を
実
施
し
ま
す
。
血
液
検
査
に
よ

り
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
と

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
２
種

類
の
検
査
を
同
時
に
行
い
ま
す
。

対
象
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

基
本
健
康
診
査
と
同
じ

で
、
こ
れ
ま
で
に
Ｃ
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
査
ま
た
は
Ｂ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ
と

の
な
い
人
で
次
の
①
ま
た
は
②

③
に
該
当
す
る
人
。

１　

節
目
検
診

①
平
成
19
年
４
月
１
日
〜
平
成
20

年
３
月
31
日
中
に
40
歳
に
な
る

人
２　

節
目
外
検
診

②
平
成
19
年
度
の
基
本
健
康
診
査

に
お
い
て
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）

値
に
よ
り
要
指
導
と
判
定
さ
れ

た
人

③
平
成
14
年
度
か
ら
平
成
18
年
度

ま
で
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の

対
象
者
（
平
成
19
年
度
に
41
歳

か
ら
75
歳
に
な
る
人
）
で
あ
っ

て
、
受
診
機
会
を
逃
し
た
人

※　

な
お
、
職
場
で
検
診
の
あ
る

人
は
除
き
ま
す
。

受
診
料　

３
０
０
円
（
国
民
健
康

保
険
加
入
者
は
１
５
０
円
）

※　

受
診
し
た
医
療
機
関
で
健

診
結
果
を
各
自
の
健
康
手
帳
へ

記
入
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

持
参
く
だ
さ
い
。
持
っ
て
い
な

い
人
は
、
医
療
機
関
ま
た
は
市

役
所
１
階
⑩
番
窓
口
で
配
布
し

ま
す
。
な
お
、
昨
年
度
か
ら
受

診
カ
ー
ド
の
配
布
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係

（
☎
本
庁
内
線
１
５
５
、１
６
９
）

金
城
支
所
市
民
福
祉
課
保
健
衛

生
係　
　
　

（
☎

１
２
３
５
）

旭
支
所
市
民
福
祉
課
保
健
衛
生

係　
　
　
　

（
☎

１
４
３
５
）

弥
栄
支
所
市
民
福
祉
課
保
健
衛

生
係　
　
　

（
☎

２
６
５
６
）

三
隅
支
所
福
祉
課
保
健
衛
生
係

　
　
　
　
　

（
☎

２
８
０
６
）

健（
検
）診
の
お
知
ら
せ

期
間　

５
月
１
日
㈫
〜
平
成
20
年
２
月
29
日
㈮

場
所　

受
託
医
療
機
関
（
別
表
の
と
お
り
）

持
参
す
る
も
の  

健
康
手
帳
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
加
入
者
の
み
）

※　

い
ず
れ
の
健（
検
）診
も
70
歳
以
上
の
人
、
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の

　

老
人
医
療
受
給
者
、
生
活
保
護
世
帯
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
無
料
で
す
。

平成19年度基本健康診査・前立腺がん検診・肝炎ウイルス検診
受託医療機関一覧

医 療 機 関 名 医 療 機 関 名

安 東 医 院 長浜町 西 川 病 院 港　町

池田泌尿器科皮膚科医院 朝日町 能美クリニック 天満町

①江木産婦人科医院 片庭町 半 田 医 院 港　町

大石内科医院 黒川町 真 鍋 医 院 国分町

大橋整形外科医院 長沢町 丸山内科クリニック 相生町

岡本胃腸科内科医院 長沢町 三隅整形外科医院 治和町

沖田内科医院 蛭子町 都　医　院 治和町

沖 田 病 院 殿　町 宮本整形外科医院 原　町

笠 田 医 院 牛市町 向内科小児科医院 国分町

北村内科クリニック 国分町 彌重内科眼科医院 高田町

小 池 医 院 日脚町 八杉胃腸科医院 下府町

神田小児科医院 殿　町 山 根 病 院 熱田町

斎 藤 医 院 朝日町 ②国民健康保険あさひ診療所 旭町丸原

さかね内科 殿　町 ②金城沖田医院  金城町七条

島 田 病 院 殿　町 ②国民健康保険波佐診療所 金城町波佐

②成人病予防センター 港　町 寺 井 医 院 三隅町西河内

大麻診療所 西村町 中 村 医 院      三隅町三隅

中村胃腸科内科医院 笠柄町 ②中村医院岡見診療所 三隅町岡見

中村呼吸器内科医院 内村町 野 上 医 院 三隅町三隅

中村内科医院 片庭町 山根病院三隅分院 三隅町岡見

中村整形外科 殿　町 ②国民健康保険弥栄診療所 弥栄町木都賀

西川胃腸科内科医院 相生町 (50音順)

①は、基本健康診査・肝炎ウイルス検診のみ実施
②は、あらかじめ電話で日時を予約してください。中村医院岡見診
療所については、　中村医院に予約してください。

医 療 機 関 名(眼科) ※ 眼底検査のみの受診はできません。

おさだ眼科クリニック 浅井町 　先に、基本健診を受け、血圧測
定や血液検査などをし、その結果
医師が必要と判断した場合に受け
ることができます。

久保田眼科 国分町

河野眼科医院 殿　町

彌重内科眼科医院 高田町

もりわき眼科 日脚町 ※ 眼底検査は３月15日㈯までとします。
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健
康
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
自
主

的
な
活
動
を
行
う
団
体
を
募
集

し
、
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
助

成
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
所
在
す
る
お
お

む
ね
５
人
以
上
か
ら
な
る
団
体

（
政
治
団
体
や
宗
教
団
体
は
除

き
ま
す
。）

助
成
す
る
事
業

・
体
力
づ
く
り
支
援
事
業

・
禁
煙
・
分
煙
支
援
事
業

・
食
生
活
支
援
事
業

・
心
の
健
康
づ
く
り
事
業

・
ア
ル
コ
ー
ル
対
策
支
援
事
業

・
歯
の
健
康
づ
く
り
事
業

・
糖
尿
病
予
防
事
業

・
循
環
器
対
策
事
業

・
が
ん
対
策
事
業

・
そ
の
ほ
か
健
康
づ
く
り
の
推
進

に
関
す
る
事
業
と
し
て
市
長
が

適
当
と
認
め
る
事
業

募
集
締
切
日　

５
月
31
日
㈭

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係
（
☎

本
庁
内
線
１
５
５
）
ま
た
は

金
城
支
所
市
民
福
祉
課
保
健
衛

生
係
（
☎

３
０
３
１
）

旭
支
所
、
弥
栄
支
所
は
市
民
福

祉
課

三
隅
支
所
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎

４
５
５
５
）

　

身
体
や
精
神
に
中
度
以
上
の
障

害
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
で
、
一
定
の
所
得

要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

手
当
の
額

重
度
（
１
級
）
障
害

　
　
　

月
額　

５
０
、
７
５
０
円

中
度
（
２
級
）
障
害　

　
　
　

月
額　

３
３
、
８
０
０
円

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
障
害
者
福
祉
係

⑤
番
窓
口
（
☎
本
庁
内
線
１
５

４
）
ま
た
は
各
支
所
市
民
福
祉

課
（
三
隅
支
所
は
福
祉
課
）

　

大
正
15
年
４
月
１
日
以
前
に
出

生
し
た
人
で
、
外
国
人
登
録
法
の

規
定
に
よ
り
本
市
に
登
録
さ
れ
て

お
り
、
公
的
年
金
も
受
給
し
て
い

な
い
な
ど
の
用
件
に
該
当
す
る
場

合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

該
当
と
思
わ
れ
る
人
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
高
齢
者
包
括
支
援

係
（
☎
本
庁
内
線
１
５
３
）
ま

た
は
各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三

隅
支
所
は
福
祉
課
）

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る

人
へ
、
１
年
間
に
４
万
円
分
を
限

度
に
紙
オ
ム
ツ
や
尿
と
り
パ
ッ
ト

を
支
給
（
宅
配
）
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
市
民
税
非
課

税
世
帯
で
要
介
護
４
ま
た
は
５

の
認
定
を
受
け
た
人

問
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
高
齢
者
包
括
支
援

係
（
☎
内
線
１
５
３
）
ま
た
は

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支

所
は
福
祉
課
）

各支所の主な問い合わせ先

金城支所市民福祉課

　　　　　（☎ １２３５）

旭支所市民福祉課

　　　　　（☎ １４３５）

弥栄支所市民福祉課

　　　　　（☎ ２６５６）

三隅支所福祉課

　　　　　（☎ ２８０６）

～清見鉱山（工場）で働いていた人、遺族の皆さんへ～
　清見鉱山（現在の江津市清見町周辺）では、昭和17年頃から昭和29年

頃までと、昭和39年頃から昭和51年頃まで、石綿（アスベスト）の採掘

が行われ、江津市内の工場において、鉱山から持ち込まれた鉱石を粉砕

し、耐火ボードなどの建築原材料が製造されていたようです。

　浜田労働基準監督署では、清見鉱山や工場で働いていた人、遺族の人

より、石綿による健康被害についての相談や、「石綿健康被害救済法」

に基づく特別遺族給付金の支給申請が行われています。

　「石綿健康被害救済法」では、石綿を取り扱う作業により肺がんや中

皮腫などの病気にかかり死亡した労働者の遺族に対して、特別遺族給付

金（年金240万円。年金を受ける遺族がいない場合は一時金として1,200

万円）が支給されます。

　心当たりのある人、またその遺族の人は、浜田労働基準監督署まで相

談してください。

　なお、「石綿健康被害救済法」に基づく申請は、平成21年３月28日以

降は申請ができなくなります。

問い合わせ先　

　浜田労働基準監督署第二課（☎ １８４０）

健
康
づ
く
り
活
動
を
行
う

団
体
の
事
業
を
助
成
し
ま

す
!!

外
国
人
高
齢
者
福
祉
手
当

を
支
給
し
ま
す
。

〜
ご
存
知
で
す
か
？

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
〜

紙
オ
ム
ツ
な
ど
を

　
　
　

支
給
し
ま
す
。
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障
害
者
パ
ソ
コ
ン
講
座
の

受
講
生
募
集

対
象　

市
内
在
住
の
身
体
障
害

者
の
人
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
人
（
初
心

者
・
経
験
者
問
わ
ず
）

開
催
日　

６
月
〜
８
月
ま
で
の
毎

週
木
曜
日

　

（
但
し
８
月
16
日
は
除
く
）

時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

社
会
福
祉
法
人
ぴ
ゅ
あ

（
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
）

講
師　

県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー
登
録
パ
ソ
コ
ン
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
費　

無
料

申
込
締
切
日　

５
月
25
日
㈮

※　

設
置
台
数
の
関
係
に
よ
り
希

望
の
月
に
添
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。（
パ
ソ
コ
ン
が
あ
る

人
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー 

小
川
さ
ん
、
勝
田
さ
ん

（
☎

８
０
８
５
、
FAX

４
７

４
０
）

　

Em
ail: ienro

o
m
@
p
ure.o

r.jp

〈
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
益
田
〉

日
時　

毎
週
火
曜
日　

　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

益
田
赤
十
字
病
院

　

（
７
階
保
健
指
導
室
）

問
い
合
わ
せ
先　

が
ん
患
者
サ
ロ

ン
代
表
者　

納
賀
良
一
さ
ん

　

（
☎
０
８
５
６

０
７
７
２
）

〈
サ
ロ
ン
ひ
ま
わ
り
〉

日
時　

毎
月
第
３
水
曜
日

　

午
後
１
時
〜
３
時　

場
所　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階

地
域
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理
課

　

（
☎

２
３
０
０
）

〈
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
浜
田
〉

日
時　

毎
月
第
１
、２
、４
水
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
所　

　

石
見
公
民
館
２
階
図
書
館

料
金　

無
料
（
た
だ
し
冷
暖
房
費

の
み
１
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
先　

佐
々
木
由
実
子
さ
ん
（
☎
０
９

０-

３
１
７
１-

１
９
９
４
）

○
「
家
族
の
会
」
サ
ロ
ン

　

認
知
症
の
介
護
を
し
て
い
る
人

や
関
心
の
あ
る
人
は
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
26
日
㈯

　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

共
創
の
ま
ち
づ
く
り
研
究

所
（
朝
日
町
）

問
い
合
わ
せ
先　

　

斎
藤
亨
子
さ
ん

　

（
☎

３
０
７
３
）

※　変異型クロイツフェルト・ヤコブ病（ｖＣＪＤ）の感染を防ぐため、過去に
ヒト胎盤エキス（プラセンタ）注射剤を使用されたことのある人は採血ができ
ません。

健　

康　

相　

談

○
健
康
相
談

　

血
圧
・
体
脂
肪
測
定
、健
康
相
談

日
時　

月
曜
日
と
金
曜
日　

　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

本
庁
地
階
健
康
相
談
室

○
糖
尿
病
相
談
日

　

保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
相
談

日
時　

５
月
９
日
㈬　

　

午
後
１
時
〜
５
時

場
所　

本
庁
地
階
健
康
相
談
室

※　

予
約
し
た
時
間
に
来
て
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係
（
☎

本
庁
内
線
１
５
５
・
１
６
９
）

○
が
ん
ケ
ア
サ
ロ
ン

　

サ
ロ
ン
は
が
ん
患
者
や
家
族
が

自
由
に
話
し
合
え
る
場
所
で
す
。

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
〉

日
時　

５
月
19
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

益
田
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

献 血 会 場 町 名 受 付 時 間

18日㈮
浜田合同庁舎
～骨髄登録会同時開催～~

片庭町
午前９時30分～正午
午後１時20分～４時

31日㈭

石原製作所 朝日町 午前９時～午前10時

県西部運転免許センター 竹迫町 午前10時50分～11時50分

浜田税務署 殿　町 午後１時20分～２時20分

県成人病予防センター 港　町 午後３時～４時20分

5月献血日程《全血献血》

※　献血時に使われる採血針や採血バックは一人ひとり新しいものを使用していま
すので、ほかの献血者から肝炎やエイズなどの病気がうつる心配はありません。

日 時 会　　場 問い合わせ先

浜田 15日㈫ 市総合福祉センター 山口源吉さん　　　(☎ 2495)

旭 ２日㈬ 旭保健センター 旭支所市民福祉課　(☎ 1434)

弥栄 ８日㈫ 弥栄老人福祉センター 弥栄支所市民福祉課(☎ 2656)

三隅 11日㈮ 三隅公民館 森脇 好盛さん　　 (☎ 0723)

断酒会日程 時間　午後７時～９時
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県西部視聴覚障害者情報センターから募集のお知らせ

　手話は、ろう者のことば「言語」であり、聴覚障

害者のコミュニケーションの手段として、お互い同

士あるいは健聴者との理解を深めるために欠かせな

いものであり、また聴覚障害者が社会参加をしてい

くうえで、大事な役割を果たしています。多くの皆

さんに手話を学んでもらい、聴覚障害者の社会参加

の向上に役立ててもらいたいと考え、手話奉仕員を

募集します。

内容　手話や聴覚障害について学び、手話奉仕員と

して手話で日常会話を行うのに必要な技術を入門

課程・基礎過程の２年間を通じて身に付けていき

ます。

対象　市内在住または勤務する高校生以上の人およ

び過去に受講経験のない人

日時　５月19日㈯から第１・３土曜日　

　午後１時30分～３時30分（日程は変更有り）

　【入門－全21回（今年度）、基礎－全25回（次年度）】

場所　いわみーる３階　視聴覚室

定員　25人

受講料　無料

　（ただし、テキスト代別途必要）

申込締切日

　５月18日㈮（先着順）

　視覚に障害のある人は、そうでない人との情報格

差が広がる傾向にあります。視覚障害者が情報を得

るのに欠かせないものが点訳・音訳です。一人でも

多くの人に講習会に参加してもらい、情報不足を軽

減したいと考え、点訳・音訳奉仕員を募集します。

内容　点訳奉仕員　点訳の知識や技術の習得をし、

視覚障害者の人たちが利用する点字図書・点字広

報を作ります。

音訳奉仕員　音訳（朗読）の技術を身につけ、本

や雑誌・広報などをパソコンに録音して、視覚障

害者の人が利用する録音図書を作ります。

対象　65歳未満の人で講習会終了後継続して活動が

続けられる人

日時　

　５月23日㈬～平成20年２月27日㈬

　点訳奉仕員養成講習会

　午前10時30分～午後０時15分

　音訳奉仕員養成講習会

　午後１時30分～午後３時15分

※　いずれも水曜日にあります。（全19回）

場所　いわみーる

講師　県西部視聴覚障害者情報センター職員

受講料　テキスト代

　（点訳1,050円、音訳1,050円）

申込方法　電話またはFAXで申し込んでください。

申込締切日　

 ５月22日㈫（当日会場でも受け付けます。）

　視覚障害者用録音図書は、新しい図書の形態とし

てＣＤに録音するデイジー図書に移行しつつありま

す。デイジー図書では、読みたい箇所を見出しや

ページごとにすばやく検索することができます。

　このデイジー図書を製作してもらえるボランティ

アを募集します。

内容　録音図書（カセットテープ）をパソコンに取

り込んでデイジー図書＜ＣＤ＞を製作します。

対象　パソコンの簡単な操作ができる人

日時　６月26日㈫　午前10時～午後４時

　　　６月28日㈭～30日㈯　午後１時～午後４時

場所　いわみーる４階　パソコン研修室

定員　10人

受講料　無料

申込方法　

　電話、FAXまたはメールで申し込んでください。

申込締切日　６月22日㈮

申し込み・問い合わせ先　☎ ９３３４、FAX ９３３５

Email：iwami-sk＠sx.miracle.ne.jp

平成19年度
手話奉仕員養成講座受講生

点訳・音訳奉仕員養成講習会受講生

デイジー図書編集ボランティア養成講習会（基礎講座）
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浜
田
港
を
一
望
し
、
浜
田
城
下
の

古
い
町
並
み
を
散
策
し
、
江
戸
時
代

の
文
化
に
触
れ
、
学
校
の
仲
良
し
同

士
、
家
族
、
職
場
の
友
人
な
ど
と
一

緒
に
、
広
場
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・

ゲ
ー
ム
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
資
格　

ど
な
た
で
も

※　

１
チ
ー
ム
３
〜
５
人
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。（
小
学
４
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

日　

５
月
20
日
㈰
（
雨
天
決
行
）

　

受
付　

午
前
８
時
30
分
〜
９
時

場　

か
も
め
公
園
（
元
浜
町
）

料　

１
人　

５
０
０
円

申
・
問　

浜
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

協
会
事
務
局　

鳥
落
隆
子
さ
ん

（
昼
間
☎･

FAX

７
７
９
２
、
夜
間

☎

３
５
３
７･

FAX

３
４
８
４
）

定　

３
人

申
込
方
法　

履
歴
書
を
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
期
限　

５
月
21
日
㈪

申
・
問　

島
根
県
大
衆
音
楽
協
会

川
西
さ
ん　

【
〒
６
９
０
‐
０
０

５
５　

松
江
市
津
田
町
１
２
７
４

（
０
９
０
‐
７
５
９
３
‐
６
８
８

９
）】

　

浜
田
郷
土
資
料
館
友
の
会
で
は
、

荒
神
谷
博
物
館･

県
立
古
代
出
雲
歴

史
博
物
館
め
ぐ
り
を
実
施
し
ま
す
。

日　

５
月
19
日
㈯　

午
前
７
時
50
分

〜
午
後
６
時
10
分

定　

先
着
45
人

料　

５
、
５
０
０
円

申
込
方
法　

来
館
ま
た
は
電
話
で
受

け
付
け
ま
す
。

申
込
受
付
日　

５
月
３
日
㈷

　

午
前
８
時
30
分
〜

申
・
問　

市
浜
田
郷
土
資
料
館

　

(

☎

６
４
５
３)

歴
史
博
物
館
め
ぐ
り

「
歌
の
国
体
」（
島
根
県
大
会
）

浜
田
支
部
役
員

会
員
募
集
！

　

あ
な
た
の
豊
か
な
経
験
と
知
識
の

を
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
市
内
に

住
所
の
あ
る
人
で
、
お
お
む
ね
六
十

歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る

方
な
ら
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

入
会
説
明
会

毎
月
20
日
（
20
日
が
休
み
の
と
き

は
翌
営
業
日
）
午
後
１
時
30
分
〜

場　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

仕
事
承
り
ま
す

　

高
齢
者
に
適
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
仕

事
の
申
し
込
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

・
人
を
雇
う
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
早

く
処
理
し
た
い
仕
事
が
で
き
た
と

き
。

・
家
庭
内
の
仕
事
で
手
伝
っ
て
も
ら

え
る
適
当
な
人
が
い
な
い
と
き
。

こ
ん
な
と
き
、
気
軽
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

セ
ン
タ
ー
会
員
の
仕
事
内
容

除
草
・
草
刈
り
、
屋
内
・
屋
外
清

掃
、
植
木
の
剪せ

ん

定て
い

、
自
動
車
運

転
、
家
事
手
伝
い
、
ふ
す
ま
・
障

子
張
り
、
毛
筆
筆
耕
・
宛
名
書

き
、
家
屋
の
修
繕
な
ど

問　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎

４
６
８
０
）

　

子
ど
も
は
、
気
持
ち
に
寄
り
添
い

聴
い
て
く
れ
る
人
が
い
る
と
、
自
分

で
切
り
開
い
て
い
く
力
を
出
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

子
ど
も
の
心
に
寄
り
添
い
、
子
ど

も
の
声
を
聴
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
で
あ
る
「
聴
き
手
」
の
養
成

講
座
に
、
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
程　

６
月
９
日
㈯
、
24
日
㈰
、
７

月
７
日
㈯
、
14
日
㈯
、
29
日
㈰
、

８
月
18
日
㈯　

（
全
11
回
講
座
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場　

い
わ
み
ー
る
研
修
室

対
象　

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

１
日　

ち
ぎ
り
絵
教
室

２
日　

園
芸
教
室

９
日　

音
楽
教
室

10
、
17
日　

舞
踊
教
室

11
日　

書
道
教
室

17
、
18
日　

陶
芸
教
室

31
日　

『
城
山
大
学
』
開
講
式

講
演

　

浜
田
市
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

時
間城

山
大
学
、
音
楽
は
午
前
10
時
〜

舞
踊
は
午
前
９
時
40
分
〜

　

そ
の
ほ
か
は
、
午
前
９
時
30
分
〜

問　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　

（
☎

０
０
９
４
）

５
月
の
城
山
学
級
・
大
学

第
21
回
浜
田
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

第
４
回
全
国
一
斉
「
遊
び
の
日
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

聴
き
手
養
成
講
座

18
歳
以
下
の
子
ど
も
の
た
め
の

電
話
・
子
ど
も
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

も
し
も
し
に
ゃ
ん
こ

定　

先
着
30
人

募
集
期
間　

５
月
31
日
㈭
ま
で

料　

５
、０
０
０
円

申
・
問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
っ
と
・
す

ぺ
ー
す
21　

岡
本
久
子
さ
ん

　

（
☎
・
FAX

４
２
２
４
）

　

Em
ail:syab

u-syab
u@
nifty.co

m

INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION
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今
か
ら
料
理
を
習
っ
て
み
た
い
女

性
を
対
象
と
し
た
料
理
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

開
講
日　

５
月
23
日
㈬

日　

毎
月
第
４
水
曜
日

　

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

定　

20
人

料　

１
１
、
０
０
０
円

　

（
年
間
分
・
材
料
代
）

持
っ
て
く
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
ふ
き

申
・
問　

浜
田
公
民
館

　

（
☎
・
FAX

９
３
５
８
）

浜
田
商
工
会
議
所
職
員

　

浜
田
商
工
会
議
所
で
は
、
平
成
19

年
７
月
１
日
採
用
予
定
の
職
員
採
用

試
験
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

　

地
域
振
興
、
中
小
企
業
の
創
業
・

経
営
革
新
支
援
な
ど
の
分
野
に
意
欲

の
あ
る
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

採
用
職
種　

一
般
事
務

採
用
人
員　

１
人

受
験
資
格

昭
和
52
年
１
月
１
日
以
降
生
ま
れ

の
４
年
制
大
学
卒
業
者

条
件　

パ
ソ
コ
ン
が
使
用
で
き
る
人

（
最
低
限
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
な

ど
が
使
用
で
き
る
人
）

１
次
試
験
日　

６
月
２
日
㈯

※　

２
次
試
験
は
、
６
月
16
日
㈯ 

午
後
９
時
か
ら
で
す
。

試
験
場　

浜
田
商
工
会
議
所
会
議
室

試
験
方
法　

適
性
・
小
論
文 

応
募
期
間　

５
月
７
日
㈪
〜
18
日
㈮

（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
（
写

真
貼
付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

申
・
問　

浜
田
商
工
会
議
所
総
務
課

【
〒
６
９
７-

０
０
２
７　

殿
町

１
２
４-

２
、（
☎

３
０
２
５
、  

FAX

５
４
０
０
）】

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

３
３
６
複
合
地
区
第
53
回
年
次
大
会

イ
ベ
ン
ト
東
京
演
劇
集
団
〝
風
〞
に

よ
る
公
演
を
開
催

　

（
☎

２
１
４
１
）

　

長
浜
町
周
辺
で
ま
ち
か
ど
探
検

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
幻

の
中
原
城
。
花
祭
り
の
ル
ー
ツ
火ひ

防ぶ
せ

神じ
ん

社じ
ゃ

の
ミ
ス
テ
リ
ー
。
地
震
で
海
岸

が
陥
没
？
碇い

か
り
じ
ま

嶋
の
怪
。
街
が
そ
の
ま

ま
博
物
館
。
瓦
職
人
山
本
惣そ

う

吉き
ち

の
焼

き
物
。
路
地
裏
に
あ
る
お
も
し
ろ
観

察
物
件
な
ど
、
約
８
キ
ロ
の
散
策
で

す
。

日　

５
月
27
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
９
時
に
漁
業
協
同
組
合
Ｊ
Ｆ

し
ま
ね
長
浜
出
張
所
前
に
集
合
。

午
後
２
時
半
頃
ま
で
散
策
。

料　

２
０
０
円(

資
料
代)

※　

弁
当
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

　

（
☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６

　

３
７
）

第
72
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

西部情報化センターだより

＜６月　パソコン研修＞

○ゆっくり進むパソコン教室－「インターネット

入門」（初心者：文字入力の出来る人）･･･････

････････････････････････････････････････①

日　６日㈬・13日㈬・20日㈬　午前９時～正午

料　テキスト代　300円

※　この研修は３日間同じ内容ですので、希望の

日を選んで申し込んでください。

○WordとExcelで文書作成(初級者)･･･････････②

日　５日㈫・６日㈬・７日㈭・８日㈮

　　午後１時30分～４時30分

料　テキスト代　800円

○ファイルの保存・整理術(初級者)･･････････③

日　19日㈫・20日㈬・21日㈭

　　午後１時30分～４時30分

料　テキスト代　800円

＜地域ITリーダー養成講座＞

○アクセスで名簿管理(中級者)･･････････････④

日　12日㈫・13日㈬・14日㈭・15日㈮

　　午後１時30分～４時30分

料　テキスト代　2,100円(市販本)

○印刷あれこれ(初級者) ･･･････････････････⑤

日　21日㈭・22日㈮　午前９時～正午

料　テキスト代　800円

場　いわみーる４階パソコン研修室

定　各12人

申込締切日　５月20日㈰

申込方法　研修名・住所・氏名・電話番号・

年齢を記入の上、ホームページか往復はが

きで申し込んでください。

　申　県立西部情報化センター

　　〒697-0016　野原町1826-1

　　いわみーる４階（☎ ９３４６）

　　http://www.joho-shimane.or.jp/cc/seibu/

※　日時・内容など詳細は上記ＵＲＬで確認

できます。

平
成
19
年
度
浜
田
公
民
館

ヤ
ン
グ
レ
デ
ィ
ー
料
理
教
室

　

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
と
ア
ニ
ー
・
サ

リ
バ
ン
の
障
害
を
乗
り
越
え
た
感
動

的
な
公
演
で
す
。

演
劇
名　

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー　

ひ
び

き
合
う
も
の
た
ち

日　

５
月
19
日
㈯　

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分　

開
場
は
午
後
１
時

場　

石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　

無
料
（
整
理
券
が
必
要
で
す
。）

問　

複
合
地
区
年
次
大
会
事
務
局
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ア
ク
ア
ス
か
ら

海
の
生
き
物
教
室

　

『
磯
の
生
き
物
〜
見
つ
け
方
と
飼

い
方
〜
』

　

春
の
海
で
、
生
き
物
を
探
し
て
自

分
だ
け
の
ミ
ニ
水
族
館
を
作
ろ
う
。

日　

５
月
13
日
㈰
（
要
申
込
）

　

午
前
10
時
〜
３
時

定　

30
人

日
曜
講
座
「
砂
の
絵
を
描
こ
う
」

　

海
岸
に
行
け
ば
た
く
さ
ん
手
に
入

る
砂
を
使
っ
て
ア
ー
ト
な
作
品
を
描

い
て
み
よ
う
。

対
象　

ど
な
た
で
も

日　

５
月
27
日
㈰
（
要
申
込
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

大
人
の
た
め
の
ア
ク
ア
ス
講
座

　

「
川
の
観
察
会
」

　

川
に
入
っ
て
生
き
物
を
見
つ
け
て

美
又
温
泉
国
民
保
養
セ
ン
タ
ー

石
見
神
楽
定
期
公
演

場　

Ｊ
Ｒ
波
子
駅
構
内
波
子
駅
会
館

※　

通
常
料
金
の
２
割
引
き
で
す
。

大
人

　

１
、５
０
０
円
↓
１
、２
０
０
円

子
ど
も　

５
０
０
円
↓
４
０
０
円

　

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

◎
地
域
振
興
基
金
へ　

▽
長
沢
町　

西
平
勝
美　

金
子
正　

▽
元
浜
町　

橋
野
ア
キ
ノ　

▽
大
辻
町　

荻
原
セ

ツ
子　

▽
浅
井
町　

山
田
義
晃

◎
自
治
会
な
ど
へ　

○
唐
鐘
＝
▽
国

分
町　

山
本
信
男　

伊
藤
廉　

○
下

府
＝
▽
下
府
町　

敦
永
英
一　

宇
野

辰
也　

○
横
山
下
＝
▽
横
山
町　

迫

本
定
展　

○
下
府
１
＝
▽
下
府
町　

敦
永
英
一　

○
唐
鐘
３
＝
▽
国
府
町

山
本
信
男　

伊
藤
廉　

○
大
辻
２
＝

▽
大
辻
町　

平
野
清　

○
下
府
６
‐

２
＝
▽
下
府
町　

三
浦
祐
司　

○
下

府
５
＝
▽
下
府
町　

宇
野
辰
也

◎
公
民
館
な
ど
へ　

○
唐
鐘
＝
▽
国

分
町　

山
本
信
男　

伊
藤
廉　

○
浅

井
＝
▽
邑
南
町　

青
葉
利
夫　

○
美

川
西
＝
▽
横
山
町　

迫
本
定
展　
　

○
周
布
１
＝
▽
周
布
町　

繁
田
延
恵

○
下
府
＝
▽
下
府
町　

三
浦
祐
司

◎
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
と
ぽ
っ
ぽ
へ

▽
長
沢
町　

金
子
正

◎
国
府
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ　

▽
下
府
町　

敦
永
英
一　

三
浦
祐
司

◎
ケ
ア
ハ
ウ
ス
美
川
へ　

▽
治
和
町

堅
田
照　

◎
ミ
レ
岡
見
へ　

▽
三
隅
町
岡
見　

細
川
喜
代
志　
　
　

◎
か
な
ぎ
園
へ　

▽
金
城
町
小
国　

田
中
清
春

◎
自
治
会
な
ど
へ　

○
佐
野
＝
▽
佐

野
町　

千
代
延
淑
子

◎
小
中
学
校
・
幼
稚
園
へ　

▽
Ｊ
Ａ

い
わ
み
中
央
浜
田
女
性
部

◎
松
風
園
へ　

▽
明
誠
高
校
福
祉
科

卒
業
生

◎
三
階
町
睦
会
へ　

▽
十
文
字
原　

岩
本

男

香
典
返
し

そ
の
他
寄
付

み
よ
う
。
身
近
に
ど
の
よ
う
な
生
物

が
生
息
し
て
い
る
の
か
、
観
察
し
ま

す
。

対
象　

高
校
生
以
上

日　

５
月
27
日
㈰
（
要
申
込
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

※　

子
ど
も
と
一
緒
に
参
加
を
希
望

す
る
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

児
童
福
祉
週
間

　

小
・
中
学
生
は
入
館
料
無
料
で

す
。

期
間　

５
月
５
日
㈯
〜
11
日
㈮
ま
で

※　

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
だ
け
の

入
館
は
で
き
ま
せ
ん
。

ア
ク
ア
ス
入
館
券
を
特
別
価
格
に
て

販
売
し
て
い
ま
す
。

対
象　

Ｊ
Ｒ
波
子
駅
で
下
車
し
、
ア

ク
ア
ス
に
来
る
人

期
間　

４
月
28
日
㈯
〜
５
月
６
日
㈰

ま
で

　

地
元
神
楽
社
中
が
神
楽
を
上
演
し

ま
す
。

期
間　

６
月
30
日
㈯
ま
で
の
毎
週
土

曜
日　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

場　

美
又
温
泉
国
民
保
養
セ
ン
タ
ー

料　

中
学
生
以
上　

３
０
０
円

　

小
学
生
以
下　

無
料

問　

美
又
温
泉
国
民
保
養
セ
ン
タ
ー

（
☎

０
３
５
３
）

こどもの日プール
無料一般開放

５月側溝消毒予定日
日 曜 実　　施　　計　　画

１ 火 浅井町４～６

２ 水 浅井町１～３、黒川町１、２

７ 月 黒川町３～７

８ 火 相生町１～３

９ 水 相生町３、４、竹迫町

10 木 杉戸町、笠柄町

11 金 熱田町６、８～10

14 月 小福井団地、汐入団地

15 火 石原団地、内田町

16 水 長浜町１～８

17 木 日脚町（一部）日脚町８、大久保団地、周布町

18 金 治和町２、３、５、津摩町、陽光台

21 月 唐鐘１～９

22 火 国分町１～３、唐鐘10、11、下府町４～６、８

23 水 下府町１～３、上府町伊甘

24 木 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３、６

25 金 松原町４、５、７、８、殿町１、６～８

28 月 殿町２～５、田町２～５

29 火 田町、琵琶町、朝日町１～６、９、10

30 水 朝日町１～４、６～８、牛市町、紺屋町２～５

31 木 紺屋町、天満町、新町、錦町

※　雨天の場合は延期します（環境課）

対象　どなたでも（小学３年

生までのこどもには付き添

いが必要です。）

日　５月５日㈯

　午前10時～４時まで

場　浜田スイミングスクール

問　浜田スイミングスクール

　　（☎ ０２３０）
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　浜田市立石
せき

正
しょう

美術館
浜田市三隅町古市場589（三隅中学校横）
■開館時間　午前９時～午後５時
　（金曜日は午後９時まで開館）
■休館日　毎週月曜日
　（月曜日が祝日の場合は翌日）
■電話…0855－32－4388

　

石
正
美
術
館
は
、
開
館
以
来
「
う

れ
し
い
・
楽
し
い
・
み
ん
な
が
集
ま

る
美
術
館
」
を
目
指
し
て
活
動
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
お
蔭
様
で
昨
年
度

の
入
場
者
数
も
３
万
人
を
超
え
ま
し

た
。
開
館
以
来
、
毎
年
３
万
人
の
人

のお知らせ
昨
年
度
の
入
場
者
数
は

３
０
、７
０
４
人
で
し
た
。

た
ち
に
入
場
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
れ
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
支

援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
と
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
夏
に
は
開
館
以
来
20
万
人
目
の

来
館
者
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
そ
う

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

展
示
室
で
は
、
石
本
正
先
生
の
花

の
作
品
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
花
だ
け
の
展
示
を

し
た
の
は
開
館
以
来
初
め
て
の
こ
と

で
す
。
花
に
秘
め
ら
れ
た
様
々
な
物

語
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
間　

３
月
24
日
㈯
〜
６
月
24
日
㈰

（
月
曜
日
は
定
休
日
）

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
、

（
金
曜
日
は
午
後
９
時
ま
で
）

料
金　

　

一
般　

５
０
０
円
（
団
体
４
０
０
円
）

　

高
大
生
３
０
０
円
（
団
体
２
４
０
円
）

　

小
中
生
２
０
０
円
（
団
体
１
６
０
円
）

※　

団
体
は
20
人
以
上
。

《
ギ
ャ
ラ
リ
ー
》（
鑑
賞
無
料
）

○
市
川
正
美
布
絵
展

　

５
月
11
日
㈮
ま
で

○
楽
遊
人
益
田
異い

才さ
い

展

　

５
月
12
日
㈯
〜
25
日
㈮

○
三
隅
写
真
ク
ラ
ブ
石
見
の
風
写
真

　

展

　

５
月
26
日
㈯
〜
６
月
８
日
㈮

《
主
な
も
よ
お
し
》

○
石
州
半
紙
で
た
こ
を
つ
く
ろ
う
★

　

５
月
３
日
㈭　

午
後
１
時
〜
４
時

○
古
布
デ
ザ
イ
ナ
ー　

大
賀
務
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

　

５
月
４
日
㈮　

午
後
７
時
〜
８
時

○
あ
な
た
の
似
顔
絵
を
か
き
ま
す
★

　

５
月
５
日
㈯　

終
日

○
み
ん
な
で
刺
し
子
を
楽
し
も
う
★

　

５
月
12
日
㈯　

午
後
１
時
〜
４
時

○
石
正
美
術
館
美
術
講
座

　

５
月
19
日
㈯　

午
後
２
時
〜
４
時

　

★
印
は
材
料
費
が
必
要
で
す
。

第19回石正美術館美術講座

　石正美術館では、学芸員が多くの研究者の人たちに協力してもらいな

がら研究を続け、その成果をもとに種々の展示を行っています。その内

容の一部は美術講座において公開し、石本正先生および石見の魅力を伝

えてきました。

　今回は当館の２人の学芸員が石本正先生と柿本人麻呂に関する最新の

研究成果を発表します。

内容　「石本正　花の系譜」

　　　　　（丸山智学芸員）

　「柿本人麻呂の石見相聞歌」

　　　　　（神英雄主任学芸員）

日時　５月19日㈯　午後２時～４時

場所　石正美術館創作室

料金　無料

申込方法　事前に連絡してください。

東公園の花壇から チューリップ

罌
け

　粟
し

　（1980）


